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1．はじめに 

私たちが生活する上で不可欠なものは収入

である。収入には労働収入と不労収入がある

が、ほとんどの日本人が不労収入を得ていな

い[1]。それはつまり、リストラや病気などで

急に労働収入が途絶えた場合、生活が困窮す

るリスクを抱えているということである。そ

のようなリスクを回避するためにも、不労収

入の確保は必要である。また、若いうちから

不労収入を得ることは、資産を形成するのに

優位であり、年金額が減少すると言われてい

る老後の生活の安定に有効な方法であると考

える。 

不労収入には不動産の家賃収入・株式の配

当収入など様々あるが、少額取引が設定され

ている株式投資（株取引）は収入の少ない学

生にうってつけといえる。そこで私たちは実

際に株取引を行うことで、不労収入の確保を

図ると同時に、なぜほとんどの日本人が不労

収入を得ようとしないのか理由を探ることに

した。 

 

２．株取引についての意識調査 

２．１ 調査目的 

 日本証券業協会調査部が実施した「平成24

年度証券投資に関する全国調査（個人調査）」

[2]によると約 2 割しか株取引をしていないと

いう結果が出ている。そこで私たちは、大学

生が株に興味あるか、どれくらいの人が株取

引をやっているかについて調査を行った。  

 

２．２調査項目 

 九州産業大学の学生が株についてどう思っ

ているかを調査すべくアンケートを実施した。

効率よく結果を集めるため iPad アプリ「ア

ンケート Pro」[3]を使用し、九州産業大学内

の学食（1 号館・中央会館・8 号館）やその

他学内で実施した。アンケートは主に人が集

まる昼休みに行った。 

【設問項目】 

⚫ 学部・学年・性別 

⚫ 株の印象 

⚫ 現在の状況 

⚫ 株取引をしてみたいか など 

 

３．結果と考察 

 2015年10月27日～11月9日の間にアン

ケートを行ったところ、現在株取引をしてな

い学生のうちの 40.17%が株取引をしてみた

いと答えた。 

 

  

図1：現在株取引をしているか？（左） 

図2：株取引をしてみたいか？（右） 

 

また表１に示すように、株をしてない理由で

最も多かったのが「やり方がわからない」で

あった。 
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表1：株をしてない理由 

回答 割合 

やり方がわからない 32.75% 

損をしたくない 13.04% 

興味がない 11.59% 

お金がない 11.30% 

怖い 10.43% 

お金がかかりそう 10.43% 

手続きが面倒くさそう 8.99% 

その他 1.45% 

 

 学生の株に対する印象は、「難しそう」や「リ

スクが高そう」などの回答が多く、全体の約

70％の人が株に対してマイナスの印象を

持っていることがわかった。しかし、図2と

表1を見ると、全体の約40％の人がやり方さ

えわかれば、株取引を始めてみたいというこ

とがわかった。 

 

４．株取引の流れ 

 株取引は証券会社を介して行うため、証券

会社に口座を開くのが第一歩である。イン

ターネットとコンピュータ（もしくはスマー

トフォン）で手続きを行えるが、その際に本

物のウェブサイトを模倣したフィッシングサ

イトがあるので個人情報漏洩やお金を振り込

まないように注意が必要である。また、会社

によって手数料の違いや少額取引の有無、

扱っている銘柄の違いがある。 

1. 自分が買いたい銘柄を選ぶ。 

2. 証券会社を選び口座を作る。 

3. 口座にお金を振り込む。 

4. 証券会社にどの株を何株買うかの注

文を出す。 

 

５．実際の取引 

 図3に2015年11月16日現在のA君の取

引状況を示す。またB君は2社の株と1つの

投資信託を買っている。株の配当利回りは約

3％と約4％であり、配当を得ることによって

不労収入を得ている。 

 

図3：A君の所有株 

 

６．まとめ 

 日本人の約2割しか株取引をしてないとい

う状況は、九州産業大学の学生を対象にアン

ケートを行った結果とほとんど一致している。

しかしながら、株取引をしたことがない人の

約4割が「株をやってみたい」という回答で

あったため、株取引のやり方を知れば実際に

実行する人たちが出てくる可能性がある。 

 私たちは実際に株取引をやってみて、それ

が難しいものでなく、単元未満株の少額投資

制度や NISA（少額投資非課税制度）がある

ことから収入が少ない若者に適した不労収入

を得る手段であると実感した。さらに世界の

経済情勢を注意して見るようになり、株価の

変動の原因についても考えるようになった。

今後も取引を続けていくつもりである。 
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